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私は3 年ほど前まで地方の病院で働いており、 

業 務 の 一 環 と し て 抗 M ethicillin—esistant 

1 0 c u s  aoreos薬 に 対 し て therapeutic 

drug monitoring (TDM) 業務を行っていました。 

TDM業務は個々の患者さんに適した投与設計を 

行い、適切な薬物療法を行うためのモニタリング 

であり、その時は製薬メーカーの作成したソフト 

ウェアを用いていました。ただし母集団薬物動態 

(Population Pharmcokinetic Parameters、PPK) 

の知識はなく、ただソフトウェアが使えていただ 

けでした。国立がん研究センター中央病院薬剤部 

へ入職後、当院ではバンコマイシンのTDM業務 

がSawchuk-Zaske法を用いて行われている事知り 

ました。恥ずかしい事ではありますが、そこで初 

めて、これまで自分が使用していたソフトウェア 

には日本人成人および小児患者のPPKパラメー 

夕が個別投与のために組み込まれ、ベイジアン法 

による血中濃度および体内動態パラメータの予測 

が行われていた事を知りました。このようなきっ 

かけもあり、PPK解析に少し興味を持っていた時 

に、今回の研修の事を知り、参加させていただき 

ました。今回の研修は、PPK解析に向いている非 

線形混合効果モデル （ Nonlinear Mixed Effect 

Model、NONMEM) の理論的背景の講義だけで 

なく、実際にプログラムを使用したりもしたた 

め、初心者の私が利用方法を理解する上でとても 

有益な研修でした。

研修は午前の部と午後の部に分かれています。 

午前の部では、まず自分のパソコンへNONMEM 

をインストールするところから始まり、 NONMEM 

の概略、そして演習用データを用いて実際に 

NONMEMで解析を行いました。具体的にはコン

トロールファイルで構造モデル.誤差の種類.パ 

ラメータの初期値.解析アルゴリズムの種類など 

を指定、結果をアウトプットしたら、計算が正常 

に収束しているか確認し、解析結果の妥当性を 

チェックしました。午後の部では、PKモデル化 

と薬物動態パラメータに影響を与える変動因子で 

ある共変量の探索を行いました。演習では、薬物 

のクリアランスや分布容積に身長、体重、性別、 

アルブミン、A L T、CCRが関係しているかを解 

析するため 、 base modelに共変量を1 つずつ組 

み込んでいき、最もフィットするfull modelを作 

成しました。その後full modelから共変量を1 つ 

ずつ抜いていき、最適化されたとfinal modelを作 

成しました。研修の初期段階では、混乱してなか 

なか進まない場面もありましたが、ファシリテ一 

ターの先生方が丁寧に対応してくださり、ゆっく 

りですがfinal modelまでたどり着く事が出来まし 

た。NONMEMについて私は今回の研修ではじめ 

て使用しましたが、研修に参加しただけでは自在 

に使いこなせるところまで達する事は出来ません 

でした。しかしながら、おそらくNONMEMを独 

学するよりは、詳しい先生方に教えてもらいなが 

ら演習できるので、効果的だと思います。そのた 

め、このような研修を有効活用する事をお勧めい 

たします。今後は、自分でも血中濃度データを集 

めてみて、NONMEMを用いた臨床研究を行いな 

がら、さらに理解を深めていきたいと考えていま 

す。

最後になりましたが、日々の多忙な業務の合間 

を縫ってこのようなすばらしく、専門的な研修会 

の準備および開催を行ってくださった先生方に御 

礼申し上げます。
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